
　８月３０日、東海環状自動車道の本巣 IC～大野神戸 ICまでが開通しました。今回の開通により、本自動車道を介して
名神高速道路と東海北陸自動車道がつながり、新たな広域ネットワークが構築されます。これまで以上に人や物の交流が
活発となり、観光振興、地域経済の活性化など、この地域の将来に大きな効果をもたらしてくれることが期待されます。
　現在、大野神戸 IC周辺におけるまちづくり整備事業を進めており、道の駅「パレットピアおおの」北側区域において、
新たに商業・宿泊施設の開業に向けた造成事業を進めています。今回の開通を大野町が大きく飛躍する契機と捉え、今
後も賑わいや活気のあるまちづくりを進めてまいります。

開駅７周年を迎えました！
道の駅「パレットピアおおの」

　７月１１日、道の駅「パレットピアおおの」は７周年を迎えました。
記念セレモニーの中で町長は「８月末の東海環状自動車道本巣ＩＣ～
大野神戸ＩＣ開通を見据え、多くの人に利用してもらえるよう更にブ
ラッシュアップしたい」と述べ、東駅長は「みんなに愛される道の駅
を目指したい」と意気込みを伝えました。
　３日間のイベントでは、あまざけの振る舞いのほか、盆踊りや鮎のつ
かみどりなど、たくさんの催物を実施し、多くの人で賑わいました。 ▲記念セレモニーの様子

元気に遊ぼう！楽しく学ぼう！！おおの木育フェア！！！

おおの木育フェア２０２５を開催します
　町では、平成２７年より「木とふれあい、木に学び、木と生きる」をテー
マとした木育の取組みとして、子育て世帯を中心に町内外の皆さんを対
象とした「おおの木育フェア」を開催しています。
　今年度も総合町民センターにて「おおの木育フェア２０２５」を開催
します。イベント内容の詳細については、決まり次第ホームページ等で
お知らせします。
　皆さま、お誘いあわせのうえ、ぜひご来場ください。 ▲令和６年度開催時の様子

イベント内容：�木のおもちゃ広場、保育士による木育ワークショップ、段ボール迷路、キッチンカー、協力企業・
団体による出展ブースなどを計画しています。

開��催��日��時：１１月３日（月・祝）　午前９時～午後３時
開��催��場��所：総合町民センター　※レインボースタジアムでの開催はありません。

＊「おおの木育フェア２０２５」は清流の国ぎふ森林 ･環境税を活用しています。

東海環状自動車道 本巣 IC～大野神戸 IC ８月３０日開通

　７月２２日～２５日、大野町小学生児童国内派遣事業で児童１６人が常呂町を訪れ、
牧場や漁業施設の見学、カーリング体験などを行いました。
　２４日には、大野町とゆかりのある常呂町岐阜地区の錦水小学校の児童たちと交流。
　交流会では、５，６人のグループに分かれ児童同士で懇談し「修学旅行はどこに行く
の？」「好きなスポーツは？」などの話題に会話が弾み交流を深め合いました。
　また、漁業施設の見学では「ホタテは何をエサにするの？」「サケを放流したら、何パーセントくらい帰ってく
るの？」など積極的に質問をする場面があり、熱心に学ぶ児童たちの姿が見られました。

大野町小学生児童国内派遣事業で常呂町へ大野町小学生児童国内派遣事業で常呂町へ
─ 常呂町で思い出いっぱい夏休み ── 常呂町で思い出いっぱい夏休み ─
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災害時等の相互応援を
高知県高岡郡佐川町と相互応援に関する協定を締結

　６月２５日、町は高知県高岡郡佐川町と、災害時等の相互応援に関
する協定を締結しました。
　今回の協定により、災害等が発生した町が独自では十分な応急措置
等が実施できない場合に、当該災害等の被害を受けていない町が、被
災町における応急、復旧、復興対策等を円滑に遂行するための相互応
援体制が整いました。
　協定の経緯として、両町から明治時代に出身者が北海道北見市（旧
常呂町）に入植しており、昨年に同市で開かれた式典に両町の職員が
出席した際「交流を深め、助け合っていきたい」との意見で合致し、
今回の協定が実現しました。
　締結式で、町長は「佐川町、大野町の防災意識・地域防災力が高ま
ることを期待するとともに、北海道北見市を併せた３市町間の絆を深
めたい」と述べると、佐川町長は「大野町との交流の新しい第一歩を
踏み出した。素晴らしい関係を築いていきたい」と述べました。

▲片岡 雄司　佐川町長（右）

大野町の自治振興のために
大野町サービス会

　７月７日、大野町サービス会の会長の加納文男さんと、前商工会長
の羽賀茂樹さんが来庁し、町の振興に役立ててほしいと現金２００万
円を寄付しました。
　この寄付は、大野町の各事業に大切に活用させていただきます。

▲目録を手渡す加納会長（中）、羽賀前商工会長（左）
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◆◆◆ 道の駅「パレットピアおおの」内　子育てはうす　ぱすてるからのお知らせです。◆◆◆

へようこそ！

申込・問合せ先  子育てはうす　ぱすてる　☎ ３４－１０１０

長寿のお祝い
９５歳おめでとうございます　
これからも健やかに

全国での健闘を誓う
東海大会・全国大会出場者　激励会

　６月２４日「第２８回東海小学生ソフトテニス選手権大会」に
出場する中小学校５年 牧村明果さんの激励会を開催しました。
　牧村さんは「1 戦 1 戦大切にして、1 つでも多く勝ち抜きたい」
と強く述べました。
　町長は「体調には十分気をつけて、上位を目指して欲しい」と
激励しました。

　７月３日「第２６回ダイハツ全国小学生ＡＢＣバドミントン
大会」へ出場する北小学校４年 林愛莉さんと「全農杯 ２０２５
年全日本卓球選手権大会（ホープス・カブ・バンビの部）」へ出
場する中小学校２年 服部匠真さんの激励会を開催しました。
　林さんは「強い選手がいますが、優勝したいです」と、服部
さんは「まずは、１勝できるように頑張ります」と強く述べま
した。
　町長は「今までの練習成果を出し切って欲しい。また 1 つで
も多く勝利し、経験を得て欲しい」と２人を激励しました。

　７月１７日、「全国高等学校総合体育大会」に出場する間 
琉莞さん、長谷部光輝さんと「全国高等学校定時制通信制
体育大会」に出場する 呉坤さんの激励会を開催しました。
　間さんは「学校対抗戦なので、団結して 1 つでも多く勝
てるようにしたい」と強く述べました。
　長谷部さんは「大会では、格上の選手から多く学びたい。
また自己ベストを更新したい」と大会に挑む決意を述べま
した。
　呉さんは「感謝の気持ちを忘れずに、ベストを尽くしたい」
と意気込みを述べました。
　町長は「それぞれの目標に向かって、結果を残して欲しい。
また体調管理には十分気をつけてベストの状態で挑んで欲しい」と３人を激励しました。
　出場される選手は次のとおりです。（敬称略）
○全国高等学校総合体育大会
　県立岐阜工業高等学校３年 間　琉莞（レスリング競技・学校対抗戦）
　県立岐阜商業高等学校１年 長谷部　光輝（陸上競技・走幅跳）
○全国高等学校定時制通信制体育大会
　県立大垣工業高等学校１年 呉　坤（陸上競技・８００ｍ、１５００ｍ、４×４００ｍリレー）

▲中央左から服部さん、林さん

▲左２番目から長谷部さん、間さん、呉さん

後藤　榮子さん（大野）

◎木育コンサート　癒しの木の響き♪親子で楽しむコンサート
プログラム　勇気１００％、童謡メドレー、君をのせて　他
演奏者　Recopia Guitar（リコピアギター）
　　　　下畑　郁夫、羽田　しのぶ、古村　則夫
日時　１０月５日（日）　午後２時～（開場：午後１時４５分）（１時間程度）
定員　５０人
入場料　小学生以上１人につき２００円　※町外の２０歳以上は別途入館料１００円
申込方法　参加者氏名、年齢、住所、連絡先を「子育てはうす　ぱすてる」まで申込む。（電話予約可）
申込期限　９月２９日（月）※定員になり次第、締切。

▲ Recopia Guitar（リコピア
ギター）の皆さん

◎９月のスケジュール（予定）
　　　　　ひよこ組（０歳児クラス）…９日（火） 、３０日（火）
　　　　　うさぎ組（１、２歳児クラス）…①５日（金） 、１９日（金）、②１２日（金）、２６日（金）
誕生会…２２日（月） 
休館日   ３日（水）、１０日（水）、１６日（火）、１７日（水）、２４日（水）、２５日（木）

※開館状況等が変更になる場合がありますので、ホームページ等にて確認してください。 
※ピヨピヨクラブは随時募集しています。ご希望の人は問合せてください。

ピヨピヨ
クラブ

おおのファミリー・サポート・センターからこ・ん・に・ち・は
６月２０日に『サポート活動スキルアップ講習会』を開催しました
　瑞穂市・本巣市ファミリー・サポート・センター長の椙浦良子氏による講習、郡消防組合職員による救急救命講習（幼児・
乳児向け）、ＪＡＦによるチャイルドシート講習を開催しました。
　椙浦氏による講習では、実際の預かりの場所を想定した事故防止のためのグループ討論や、お子さんを預かる時に気を
付けることなど「安心・安全な預かり」についての話をしていただき、改めて再確認しました。
　救急救命講習では、いざという時に備え、幼児や乳児の人形やＡＥＤを使った救助方法などを分かりやすく教えていた
だきました。受講者は、実際に心臓マッサージ（胸骨圧迫）をして、幼児や乳児にあわせた力加減の難しさを、汗だくに
なりながら体験しました。
　チャイルドシート講習では、いろいろなチャイルドシートやジュニアシートを使い、取り付け、取り外しの方法や、年齢
にあったチャイルドシートの選び方など、正しい知識を習得しました。不適切な使用や未装着による事故からこどもの命を
守るために、こどもの体格に合った、正しい方法で使用することの大切さを再認識しました。

◎会員さん募集中です！
　おおのファミリー・サポート・センターでは、利用会員さん（子育ての手伝いをしてほしい人）と、提供会員さん（お手伝いし
たい人）がお互いに会員登録をして、地域の中で助け合って、みんなで子育てをしていく活動を行っています。登録料は無料です。
　利用会員さん、提供会員さんどちらも随時募集していますので、ぜひ連絡してください。
 問合せ先   おおのファミリー・サポート・センター（子育てはうす ぱすてる内）　☎ ３４－１０１０

▲椙浦良子氏の講習の様子 ▲救急救命講習の様子 ▲チャイルドシート講習の様子
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